
各  位        
剰余金の配当当社は、平成 26 年 11 月 13 日開催の当社取締役会において、基準日とする剰余金の配当を行うことについて １．配当の内容 

 基準日 平成１株当たり配当金 配当金総額 効力発生日 平成配当原資 

 ２．理由 当社は、財務体質の健全性を保ちつつ、中長期的な事業の成長及び、１株当たり利益の向上を最重要課題としており、経営成績に応じた業績連動型利益配分を基本方針としております。このような方針の下、平成
20 円とさせて頂きたいと存じます。

 （参考）年間配当の内訳 

 基準日 第２四半期末当期実績 2,000前期実績（平成 25年９月期） 2,000

 （注）当社は、平成 26 年３月 31 日（月）を基準日、４月１日（火）を効力発生日として当社普通株式１株を株に分割し、１単元の株式数を株式分割前の配当金の額を記載しております。１．配当の内容 �����������������������（参考）年間配当の内訳 �����������

 

 － 1 － 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 日開催の当社取締役会において、下記のとおり平成基準日とする剰余金の配当を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。記 決定額 
直近の配当予想 （平成 25年 10月 31日公表） 平成 26 年９月 30 日 同左 

20 円 00 銭 20 円 00 銭 

114 百万円 － 平成 26 年 12 月 18 日 － 平成利益剰余金 － 当社は、財務体質の健全性を保ちつつ、中長期的な事業の成長及び、１株当たり利益の向上を最重要課題としており、経営成績に応じた業績連動型利益配分を基本方針としております。このような方針の下、平成 26 年 9 月期の期末配当金は、直近の配当予想のとおり１株当たり円とさせて頂きたいと存じます。 １株当たりの配当金 第２四半期末 期末 

2,000 円 00 銭 20 円 00 銭 

2,000 円 00 銭 6,000 円 00 銭 日（月）を基準日、４月１日（火）を効力発生日として当社普通株式１株を株に分割し、１単元の株式数を 100 株とする単元株制度を採用しており、下記に記載の内容については、株式分割前の配当金の額を記載しております。 

����������������������� 前期実績「１株当たり配当金」 

����������� 当期実績「第２四半期末」および 前期実績「第２四半期末」「期末」

会 社 名 株式会社夢テクノロジー代 表 者 名 代表取締役社長（ＪＡＳＤＡＱ・コード２４５８）問 合 せ 先  役職・氏名 取締役副社長電 話 ０３－３２１０

   平成 26 年 11 月 13 日 

平成 26 年９月 30日を決議いたしましたので、お知らせいたします。 
前期実績 （平成 25年９月期） 平成 25 年９月 30 日 

6,000 円 00 銭 

342 百万円 平成 25 年 12 月 19 日 利益剰余金 当社は、財務体質の健全性を保ちつつ、中長期的な事業の成長及び、１株当たり利益の向上を最重要課題としており、経営成績に応じた業績連動型利益配分を基本方針としております。 月期の期末配当金は、直近の配当予想のとおり１株当たり
合計 － 

8,000 円 00 銭 日（月）を基準日、４月１日（火）を効力発生日として当社普通株式１株を 100株とする単元株制度を採用しており、下記に記載の内容については、前期実績「第２四半期末」「期末」 以 上 

株式会社夢テクノロジー 代表取締役社長 佐藤 眞吾 （ＪＡＳＤＡＱ・コード２４５８） 取締役副社長 金子壮太郎 ３２１０－１２３０ 


